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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,678 9.3 88 ― 120 430.7 66 406.7
22年3月期第2四半期 2,449 △17.4 △30 ― 22 △88.1 13 △82.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 7.72 ―
22年3月期第2四半期 1.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,885 8,326 84.2 961.02
22年3月期 9,873 8,413 85.2 971.03

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  8,326百万円 22年3月期  8,413百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想） ― 20.00 20.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,600 8.5 455 36.2 500 14.6 270 ― 31.16



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 8,754,200株 22年3月期  8,754,200株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  90,294株 22年3月期  90,109株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 8,664,052株 22年3月期2Q 8,664,377株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「業績
予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、設備投資が持ち直す等、企業の業況に改善の動きがみられるよう

になりました。しかしながら、夏場以降急激に進んだ円高により、輸出企業を中心に業績に対する先行き不透明感

がみられ、また、デフレ状態の長期化等により依然厳しい状況が続くものと思われます。 

このような経済環境のなか、当社は経営の総合コンサルタントとして、時代の変化に対応した新商品の開発と新

分野・新規顧客の開拓により収益力の再構築をはかるとともに、コンサルタントをはじめとした人材の育成ならび

に生産性の向上に取り組んでまいりました。 

管理面におきましても、業務の効率化・合理化による経費の削減や、企業経営の透明性実現にも尽力してまいり

ました。 

このような取り組みの結果、当第２四半期累計期間の売上高は26億78百万円（前年同期比9.3％増）となり、営

業利益は88百万円（前年同期は営業損失30百万円）、経常利益は１億20百万円（前年同期比430.7％増）、四半期

純利益は66百万円（前年同期比406.7％増）となりました。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。   

  

（コンサルティング統轄本部）  

コンサルティング統轄本部は、品質の向上と業績に直結したコンサルティングサービスの実施に注力し、経営協

力契約の更新率向上に努めてまいりました。 

また、コンサルティングサービスのニーズ別マーケットの開拓と開発に取り組むとともに、主要セミナーのブラ

ンディングの強化により顧客基盤の拡大を図ってまいりました。 

コンサルティング部門におきましては、経営協力契約数が四半期累計期中平均347契約（前年同期324契約）と経

営協力売上は回復傾向にありますが、診断・調査売上や教育売上等の落ち込みをカバーするには至らず、売上高は

12億47百万円（前年同期比0.0％減）となりました。 

セミナー部門におきましては、主要セミナーである新入社員教育実践セミナーや幹部候補生スクールが、顧客に

評価された結果、受講者が昨年を上回り、経営者・経営幹部を対象とした社長教室やプロ役員セミナーにおいて

も、顧客からの紹介等による新規参加企業の増加等により、売上高は２億43百万円（前年同期比13.4％増）となり

ました。 

研修センター部門におきましては、サービス向上や施設の充実に努めてまいりましたが、依然企業全般が外部施

設の利用や集合研修を控える傾向が続いており、売上高は70百万円（前年同期比6.5％減）となりました。 

このような結果、コンサルティング統轄本部合計の売上高は15億65百万円（前年同期比1.5％増）となりまし

た。 

  

（ネットワーク本部）  

ネットワーク本部は、金融機関、会計事務所等との提携を引き続き積極的に進めるとともに、コンサルティング

部門との連携強化、イーグルクラブをはじめとする会員組織の拡大に努めてまいりました。 

また、経営の意思決定を支援するツールとして、会員情報誌、Ｗｅｂサイト等各種コンテンツの開発・改良を図

り、顧客満足度を高めるべくサービス品質のさらなる向上に取り組みました。 

このような結果、提携金融機関数が増加し、有料会員数も12,483会員（前年同期比3.8％増）となり、売上高は

１億84百万円（前年同期比1.4％増）となりました。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

セグメントの名称 

当第２四半期累計期間 
（自 平成22年４月１日 

    至 平成22年９月30日）   前年同四半期比（％）   

金額  （千円）

コンサルティング統轄本部  1,565,485  101.5

ネットワーク本部  184,536  101.4

ＳＰ事業部  928,147  127.9

合計  2,678,169  109.3
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 (ＳＰ事業部） 

ＳＰ事業部は、顧客企業の販促活動が回復傾向にあり、セールスプロモーション商品の売上は堅調に推移してお

ります。 

また、当期より手帳の季節変動と販促支援商品の景気変動リスクを軽減するため、長年の商品製作ノウハウを活

かした販売商材の取り扱いを開始しております。さらに、社員教育を充実させ、仕入れ先企業との連携を強化し、

商品提案力の強化と営業生産性の向上にも努めております。 

このような結果、売上高は９億28百万円（前年同期比27.9％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産の部） 

 当第２四半期会計期間末における資産合計は98億85百万円となり、前事業年度末比12百万円増加いたしました。

 流動資産は、前渡金が増加しましたが、配当金の支払等により現金預金が減少し、有価証券の償還により有価証

券が減少したこと等により、前事業年度末比８百万円減少いたしました。 

 固定資産は、役員生命保険の満期による減少等がありましたが、投資有価証券の増加等により、前事業年度末比

20百万円増加いたしました。  

  

（負債の部）  

 当第２四半期会計期間末における負債合計は15億59百万円となり、前事業年度末比99百万円増加いたしました。

 流動負債は、未払消費税等や買掛金の減少等がありましたが、前受金や未払法人税等の増加等により、前事業年

度末比95百万円増加いたしました。 

 固定負債は、長期前受収益の減少がありましたが、退職給付引当金の増加等により、前事業年度末比３百万円増

加いたしました。 

  

（純資産の部）  

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は83億26百万円となり、前事業年度末比86百万円減少いたしまし

た。  

②キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、23億72百万円(前年同期比21.2％増）となり、前事業

年度末と比べ１億66百万円減少いたしました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を１億14百万円計上

し、売上債権が62百万円減少しましたが、前渡金が２億13百万円増加し、棚卸資産が１億円増加したこと等により

20百万円の支出（前年同期１億16百万円の支出）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による10億円の支出等が

ありましたが、有価証券の売却及び償還による収入11億１百万円等により、９百万円の収入（前年同期１億円の支

出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金１億54百万円の支払により、１億

54百万円の支出（前年同期２億58百万円の支出）となりました。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成22年８月５日に公表しました第２四半期累計期間の業績予想を修正しております。詳しくは平成22年10月８

日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

なお、通期の業績につきましては、平成22年８月５日に公表しました業績予想から変更はありません。 

  

【注意事項】 

上記予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値

と異なる場合があります。  
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

  

②特有の会計処理 

  

 （２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  

 （３）追加情報 

  

  

２．その他の情報

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

１．棚卸資産の評価方法  当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省

略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により

算定する方法によっております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法  定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。 

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

税金費用の計算   税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計

算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

会計処理基準に関する事項の変更  

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月

31日）を適用しております。 

 これによる当第２四半期累計期間の営業利益および経常利益に対す

る影響は軽微であり、税引前四半期純利益は2,870千円減少しており

ます。 

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

受取賃貸料の計上方法の変更 

  

 従来、従業員社宅について、自社物件は発生諸費用を、借上物件は

支払家賃をそれぞれ販売費及び一般管理費に計上し、従業員より収受

する受取家賃を営業外収益に計上しておりましたが、自社物件の売却

が進み、社宅関連費用は借上社宅の支払家賃のみとなる見込みとなり

ました。これにより社宅にかかる費用と収入の対応が明確になること

から、その実質発生額をより明確に表示するため、第１四半期会計期

間より当該受取家賃を販売費及び一般管理費の支払家賃の控除項目と

して処理する方法に変更しております。 

 この変更により当第２四半期累計期間の営業利益が19,475千円多く

計上されましたが、経常利益および税引前四半期純利益に与える影響

はありません。 
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,872,684 2,038,781

受取手形及び売掛金 413,463 476,200

有価証券 1,000,000 1,100,660

商品 91,556 22,116

原材料 43,627 12,648

その他 383,016 162,386

貸倒引当金 △4,982 △4,774

流動資産合計 3,799,367 3,808,019

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,243,283 1,281,609

土地 2,180,818 2,184,744

その他（純額） 71,336 77,946

有形固定資産合計 3,495,437 3,544,299

無形固定資産 19,732 22,794

投資その他の資産   

その他 2,571,323 2,498,406

貸倒引当金 △3 △4

投資その他の資産合計 2,571,320 2,498,402

固定資産合計 6,086,491 6,065,496

資産合計 9,885,858 9,873,516

負債の部   

流動負債   

買掛金 158,962 172,560

未払法人税等 56,225 7,819

賞与引当金 174,000 151,900

その他 518,667 479,799

流動負債合計 907,855 812,079

固定負債   

退職給付引当金 234,398 225,208

役員退職慰労引当金 403,427 402,527

その他 14,033 20,633

固定負債合計 651,859 648,368

負債合計 1,559,714 1,460,447
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,772,000 1,772,000

資本剰余金 2,402,847 2,402,847

利益剰余金 4,278,517 4,368,044

自己株式 △38,967 △38,879

株主資本合計 8,414,397 8,504,012

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △21,056 △23,298

土地再評価差額金 △67,196 △67,645

評価・換算差額等合計 △88,253 △90,943

純資産合計 8,326,144 8,413,068

負債純資産合計 9,885,858 9,873,516
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,449,453 2,678,169

売上原価 1,235,423 1,409,323

売上総利益 1,214,030 1,268,845

販売費及び一般管理費 1,244,819 1,180,349

営業利益又は営業損失（△） △30,789 88,496

営業外収益   

受取利息 13,232 12,255

受取賃貸料 28,805 9,899

その他 14,576 12,511

営業外収益合計 56,614 34,666

営業外費用   

満期保険差損 － 2,906

雑損失 3,186 123

営業外費用合計 3,186 3,029

経常利益 22,637 120,133

特別利益   

貸倒引当金戻入額 358 －

特別利益合計 358 －

特別損失   

固定資産除売却損 75 2,757

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,450

特別損失合計 75 5,207

税引前四半期純利益 22,920 114,926

法人税等 9,723 48,050

四半期純利益 13,197 66,875
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 22,920 114,926

減価償却費 69,624 57,405

受取利息及び受取配当金 △4,698 △8,793

有価証券利息 △8,534 △7,293

貸倒引当金の増減額（△は減少） △358 206

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,300 22,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,388 9,190

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,640 900

売上債権の増減額（△は増加） 223,023 62,737

たな卸資産の増減額（△は増加） △87,033 △100,419

前渡金の増減額（△は増加） △240,767 △213,706

仕入債務の増減額（△は減少） △89,151 △13,597

その他 20,170 21,065

小計 △90,076 △55,278

利息及び配当金の受取額 10,061 19,527

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △36,477 14,956

営業活動によるキャッシュ・フロー △116,492 △20,795

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △1,000,000 △1,000,000

有価証券の売却及び償還による収入 1,399,262 1,101,433

投資有価証券の取得による支出 △199,220 △100,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △56,356 △15,919

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 4,511

その他 △244,177 19,648

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,491 9,673

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △106 △87

配当金の支払額 △258,448 △154,886

その他 △5 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △258,560 △154,974

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △475,544 △166,096

現金及び現金同等物の期首残高 2,433,755 2,538,781

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,958,211 2,372,684
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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